
都道府県労働局労働基準部安全主務課長殿

基安安発0222第2号

平成25年2月22日

厚生労働省労働基準局

安全衛生部安全課長

(契印省略)

研削盤等構造規格第3i条に基づく適用除外について

標記について、神奈川労働局労働基準部安全課長から別添甲のとおりりん伺

があり、別添乙のとおり回答したので了知されたい。



事 務 連 絡

平成 25年 2月 21日

厚生労働省労働基準局

安全衛生部安全課長 殿

神奈川労働局労働基準部

安全課長

研削盤等構造規格第 31条に基づく適用除外の申請について

標記の件について、当局管内の事業場から別添のとおり研削盤等構造規

格の適用除外の申請がありました。

これについて、下記 2のとおり取り扱うこととしてよろしいかお伺いし

ます。

記

1 申請概要

( 1 )申請事業場

事業場名

所在地

株式会社 山崎歯車製作所

神奈川県厚木市戸田 674番地

( 2 )対象研削盤

鉄道レール精密切断機

商品名 「でんでんむしJ

型番 C60-405EH

C60-405M 

C60-405EHK 

( 3 )申請の理由

上記 1の(2 )の製品の研削といしの覆いは、被切削物である鉄

道レールとの干渉を避けるため、コの字型の切り欠きがあり、構造

規格第 21条、第 27条に合致していないため適用除外の申請をし



たものである。

詳細は、別添「研削盤等構造規格第 31条に基づく適用除外の申

請についてJの記の 2のとおり。

2 当局意見

本申請に係る研削といしの覆いについては、別添申請書類及び公益社

団法人産業安全技術協会の「性能試験書Jのとおり、構造規格に適合す

るものと同等以上の性能を有するものと認められることから、研削盤等

構造規格第 31条に基づき研削盤等構造規格第 21条及び第 27条の

規定を適用しないこととして差し支えないものと思料する。
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平成 25年 02月 13日

神奈川労働局長殿

申請者の所在地神奈川県厚木市戸田 674番地

申 請 者株式会社山崎歯車製{飼い・

代表取締役山崎清約三笠.'.
…・

研削盤等構造規格第 31条に基づく適用除外の申請について

当社の製造した切削用研削盤の研削といしの覆いは、研削盤等構造規格第 21条及び

第27条に適合しておりませんが、同規格第 31条に基づき適用除外を認めていただきた

く申請致します。

対象製品及び申請理由等は別紙のとおりです。
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1 .対象製品

鉄道レール精密切断機

商品名 「でんでんむしj

型番 C60・405EH

C60・405lvl

C60・405EHK

2. 申請理由

( 1 ) 上記 1の製品は、昭和 63年 10月から製造しておりましたが、研削といしの覆

いの形状につき構造規格違反であることから、平成 24年 10月2日付け神労発基

第 928号 f機械等措置命令書j により改善を指示されていたものですs

( 2) 当該製品は被切削物である鉄道レールとの干渉を避けるため、コの字型の切り

欠きが旬、かつフランジ部分に覆いが無く、また、周板の厚さ不足により構造

規格違反を指摘されたものです角

( =1 ) 今般、コの字型の切り欠き部分には可動式の覆いを設け、フランジ部分にも葎

いをし、周板の毎さを 2.5mmとしたものに改善いたしました。

(4 ) 今般、改善した研削といしの履いについても、被切削物である鉄道レールとの

干渉を避けるため、コの字型の切り欠きが必要であることから、この部分を可動

式覆いとしているため、構造規格第 21条及び第 2i条に適合しておりませんが、

当該覆いの強度につきましては、下記のとおり安全性を十分確保しておりますの

で、研削盤等構造規裕第 31条に基づき、同規格第 21条及び第 27条の適用除外を

申請いたします。

① 公益社団法人産業安全技術協会による f安全性能試験結果審jのとおり、十

分な強度と安全性が示されている白

② 独立行政法人労働安全衛生総合研究所のグライングーカバー試験基準と同

等な安全性を示すことが、上述の試験結果により示されているι

3. 関係条項

研削盤等構造規絡第 21条、第 27条、第 31条

4. 関係資料

( 1 )研削盤覆いの構造等

①構造及び組立図

別添 1rXC 16-300 1 Bといし覆い全体図(改善後)J 

別添2rXC16-3004B可動式覆いの形状根拠j

別添 3rXC16・2021B砥石カバーA(固定側)溶接図j

別添 4rXC16・3005B可動式覆い:砥石カパ-A(固定側)J

別添 5rXC16・2022B砥石カバー(取外し可能側)溶後図j
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別添6rXC16・3006B可動式覆い:砥石カバー(取外側)J

別添 7rXC16・3121D支持ピン 2:可動式履いj

②可動式覆いの動き

別添8rXC16・3007可動式覆いとレールの関係j に示すとおりです。

・レール上部がコの字型切り欠き部分にかかるまでは、可動式覆いは閉

じており、コの字型切り欠き部分を覆っています。

・レール上部がコの字型切り欠き部分に達すると可動式覆いはレール上

部によって徐々に押し上げられる。

・切断が完了しといしを持ち上げると、可動式覆いは元に戻りコの字型

切り欠き部分を覆いますー

③写真

別添9rといし覆い全体写真j に示すとおりです。

@材質

固定側周板

側板

可動式覆い

取 外側周板

側板

可動式覆い

SPCC 板厚t2.5mnl

SPCC 板厚t2mln

SPCC 板厚t2mm

SPCC 絞厚t2.5mm

SPCC 板厚t2mm

SPCC 板厚 t2mm

⑤機械的性質 (SPCCについて)

引張り強さ 270N/幽 2 以上

伸び 38% 以上

(2)研削盤本体及び使用といしの仕犠等

①構造等

別添 10rXC16・3008鉄道レール精密切断機概略構造図j のとおりですc

②実使用最高回転数

2950rpm 

③使用といしの仕様

直径 φ405mm 

厚さ 3.8mm 

穴径 φ25.4mm 

最高使用周速度 63.3m/sec 
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(3 )研削盤覆いの強度試験要領

別添 11rといし覆いの強度試験要領J、別添 12rといし履い強度試験装置概略

図J及び別添 13・1rといし履い強度試験装置全体写真j を参照願いますc

本要領は、労働安全衛生総合研究所のグラインダーカバー試験基準(別添 13・2)

を基に作成した要領で、試験機材もそれに準じて製作したものであり、同試験基

準を満たすものでありますa

(4) 安全性能試験結果書(公益社団法人産業安全技術協会)

別添の安全性能試験結果書及び添付書類を参照頗います島

( 5) [参考]改善前の覆いと改善後の覆いの比較

参考として、改善前の履い(機械等措置命令書の対象となった覆し、)と

改善後の覆し、(本申請の覆しゅとの相違点を別添 14-..別添 17に示しましたロ

別添 14rXC16-3009覆い形状の新旧比較(固定側}J

別添 15rXC16-3002寝い本体の外観形状新旧比較(固定側)J 

別添 16rXCJ6・3010覆い形状の新旧比較(取外し可能側)j 

別添 17rXC16・3003覆い本体の外観形状新旧比較(取外し可能fJtlJ)J 
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コの字星吻込みの面積

を最小閥こZ突にする

コの字型吻込みの面積

を最j申尉こZ突にする
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といし掩い 全体写真
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鉄道用レール締筏切断機用

といし覆いの強度試験要領

本試験要領は、独立行政法人労働安全衛生総合研究所のグラインダーカバー試験基準(別添

13・2)に基づいて作成したものです，

1. 試験方法

回転中のといしをエアーにて金属弾(ピン)を当てて破壊し、といし覆いの変形等の

程度を確認する。

2. 試験装偉及び試験要領

( 1 )といし覆いはといしに対し、正規の所に取り付けるa

具体的には、切断機(実機)を試験装置として使用するので、といし覆いを切断機

の正規の所に取り付ける=

(2 )試験用といし

①実使用といしと同じ寸法

直径 (φ405nlm)、厚さ (3.8mm)、穴径 (φ2n.・jmm)、

②割れ易いように、補強材は入れていないの

(2 )獄験回転数

4575rpnl 無負荷回転数 2950rpmの1.5倍以上)

(3) エアガン関係

①金属弾(ピン):外径 (φ8mm)、長さ (35mm) の市販ノックピン

②ノズル:内径 (φ8nln))、長さ (300mm)の市販ステンレスパイプ

③エア圧:O.8l¥lPa 

@エアホース:内径 (φ8.5nlnl)、長さ (3m)

③金属弾(ピン)を当てる位置:添付の概略図(別添 12)に図示

3. 試験装置概略図

概略図は添付図、(汚Ij添 12) の通りですg
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.3. 号式験結5誌の判定及び表示

試験翁援は次の 4段階に分けて記諒する。

'. . 
A……~H~なし 島町ム.~

， ，C… J・ひU噂lれ 'p…ァ役援.

ff;l~の若しいものは波援と瓦依すo

'C..Di.>~提れたるものf~不合総とする骨偲し第三間買伝・

初めて'C'の茨れたものは合務ととする1I ('銘2:.ti率惚〉
封t2 袋

一 一 一 一 」 ・1一一一一一{

カパ}抗感方法ぷ11;
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切断ケ.ーン

(といしカ匂膿日位聞こくるように旬車用鍵を
セットする為のもの)
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この附湖町 OJ
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従来¢沼Eい〈細附 ー

後進湖位置

。

10(広〈しτいます?

本 従来はレー'11必干渉していた為 改善後の覆い〈対車〕

帯 域間刊鍵を虫肋、したときに、レ-JLとa.t，、の飾品初旬 5mm酎]後と 改磐後の翠弘、 レーパと切り欠き音陀の間鞠
〔取外し可指間収潤い〉

なる切り込み寸法としました。

市切断ゲーンとの関係、l本考慮の必要はありません
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〔。
性能試験結果書

依 頼 者 縁式会社山崎歯車製作所

B式験 の 種 類 研向IJといし保鐘積いの安全性能賦験

供 拭 品 品名 鉄道レール用精密切断徳用置い

(切断機の型式 C60-405EH、C60-405M、C60・405EHK)
: 

履いの厚さ 外周部 2. 5mm 

側面部 2mm 

履いの材質 SPCC 

使用研削といし 直径 405mmx厚さ 3.8mmX穴径 25. 4 mm 
結合剤 B 

補強材入り切断といし

最高使用周速度 63.3m/s 

研削盤(鉄道レール用精密切断織)の無負荷最高回転数 2， 950rpm 

製造者名 練式会社山崎歯車製作所

製造年月日 平成 25年 1月 11日

添付図 6葉

院 験 方 法 回転中の研削といしを破漉させ、保E昼寝いの強度を砲隠する。なお、賦験回|
d 

転数は、研削盤の無負荷最高回転教の 1. 5倍とし、拭験には補強材を使用

していない使用研削といしと岡寸法の研削といしを使用する。

~ 付 番 号 依第 24 2 6号(平成 25年 1月 22日)

(受付年 月 日 )

拭 験 結 果 破線回転試験の結果は別紙のとおり。

-za，.a，‘，E

・e

・-

永石産業安全技術協会長公益社団法人

6日2月平成 25年
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別紙

性能低験結果
-， . 

研削といし保護覆いの依験結果は次のとおり@

なお、民験は鉄道レールを取り付けた台に切断織を取り付け、切断作業時に研削といしが接触する

と思われる近傍の側面に鉄製のピンを発射して研削といしを破織する方法とした。

民験は 1つの覆いについて、同じ碩いの位置で3回実錯したe

民験後の履いは、取付郎に異常なく、騒いの変形も経度であり、修正なしで使用可健な状鰻であっ

た4

g式験径の夜いの状態 取付部の状態 試験回転数 備考

(r pm) 

第 1図 変形なし 異常なし 4575 

第 2回 変形なし 異常なし 4 5 7 5 

第3回 程度の変形 異常なし 4 575 変形は援いの縁で修正が必

嬰ない程度.
」一一一ー一一一 し 一 一 一 一一一

i
;
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骨骨量合合20132426・*.曾合

以下余白



供飲品の写真

---占-

.......20132426・........



3回のE式段終了後の硬い

全体

-といしカバーAの内側

.....-...20132.126......合



E式験装置全体写真

E式験対訟のといし積い

*合合合金201324.26*合合合*
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といし硝詠D講師
エアカーン
ノスー JlA宜置

組勧ハ.ー
760 

開鮒愈のといし砲，、

B験再栓いし
{盟側05x揮さl3.8x沼健5.4)
{砲蹴孔}

エアー
【ヱアa>.8MP・}

エアホース
{聞置伺.8.3m) 

¥ 

¥ 
盆胡B車(ヒ.ン)

(cTS.3e".刷、h
鍬也〆-Jレ月期官切萄鵜

といし覆い強度島信実袋鑓概略図

側 i胸甑箪製f骨折
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注指示無き角卸お0.3

*本締本司酷謂1.'Ol葺註餓I肋・イト.~朝司胤ます

• E 
観
白
・

マ ("-.J)

g 4 1: ~イ
S46C (T22  ~ 

mA  HQB4T  
H RC40土5
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神奈川労働局労働基準部安全課長殿

基安安発o2 2 2第1号・

平成 25年 2月 22日

厚生労働省労働基準局

安全衛生部安全課長

(契印省略)

研削盤等構造規格第31条に基づく適用除外について(回答)

平成25年 2月21日付け事務連絡をもって照会のあった標記については、

貴見のとおり取り扱われたい。


